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M0-M6の分類＝TiO λ 7054,λ 7589,λ 8432 を用いた。 

M7の先は、(1)非変光標準星がない,(2)上の TiOバンドが飽和,(3)VOλ 7400,λ 7900と TiO２重バンドλ 8300が強く

なる ために分類基準がなかった。 

これまでは、スペクトル系列のサンプルを並べていただけ。今回はVOλ 7400,λ 7900を体系的に使う。TiO二重バンド

は使わない。 

  

 M6  Aバンドの TiOが極大。TiOλ 8432はまあまあ強い。 

 M6.5  TiOλ 8432は極大。λ 8300の「ピンチング」がはっきり見える。 

   VOλ 7400,7900がかすかに見える。 

 M7  VOλ 7900がまあまあ強くなる。VOλ 7400は見えたり見えなかったり。 

   λ 8300の「ピンチング」が強まる。 

 M8  VOλ 7400,7900, TiO8300 がさらに強い。 

 M9  VOλ 7400,7900が TiO7600 と同じくらい強い。λ <7900ではスペクトルが 

   flutedになる。 

 M10  VOλ 7900が非常に強い。7900で断ち切られたようになる。 

 

 

  

 



 

 



Ｃａｓｅサーベイでは１０００個以上の星がこの基準で分類された。 

おかしかったのは、WQ Hya, TW Cyg, 無名星(18h03.5m, -18.9°) 

２次元分類が必要かも知れない。 

 

 


